






本稿では、 小説の時空間に目を配り、 『小僧の神様』 の徹底的な註釈を試みる。











間もなく『小僧の神様』 （ 「白樺」一九二〇（大九） ・一）は、誕生か
ら百年目を迎えようとしている。その間、 『荒絹』 （春陽堂、一九二一） 、 『寿々』 （改造社、 一九二二） 、 岩波文庫『小僧の神様
 他十篇』









作家と作品について、 戦後の中学校国語教科書が推奨した回数を調査し、志賀直哉が芥川龍之介に次ぐ第二位であったこと、 『小僧の神様』は『杜子春』 『路傍の石』に次ぐ第三位であったことを明らかにした。他方で従来の指導書が、 『小僧の神様』採択 理由を、 「平易
00
」でありながら「格
































右の件から、片道の運賃を「四銭」と読む向きがあるが、正しくない。また、この件のみでは、 「残つた四銭」が複数回の使で貯めた可能性も排除できない。小僧にとっての「四銭」の価値を把捉することは、小僧と、 彼が食べ損ねた鮨との距離 測定に不可欠であろう。 「片道を買つて、帰りは歩いて来る事をよくした
0000
」とある以上、一度で四銭を手にできる





 ●電車案内／市内には東京電車、市街鉄道、東京電気の 会社ありしが、現今にては此の三会社合同して東京 となれり（略）以上三線の内いづれへ行くも乗車賃四銭通行税一銭合計五銭、往復九銭にて乗廻し得べくも（以下略）
とあるので、早くも翌年には五銭に値上げしていたことが確認でき














以上により、 『小僧の神様』の内部時間は、片道の運賃 四銭に値上げされた一九〇六年以降、往復割引運賃と片道運賃 差額が四銭だった一九二〇（大 ）年五月三一日以前にまで絞り込め 電車にまつわる別の記述を手掛かりに、さらに絞り込んでゆきたい。　『小僧の神様』には複数の駅名が登場する。そのうちの一つが、神田駅である。　　











































によると、奉公制度は明治以降も続き、内容形式は大きく変化しながらも三種類に分けられる。仙吉の奉公する秤屋には番頭と呼ばれる人物が登場しているため、 「仕着別家制」と呼ばれる江戸時代から続く奉公制度と同じような制度がとられていたと考えられる。 「仕着別家制」とは、 「店員は依然 る子飼なり。即ち主家に起臥して二季の贈物あり、小遣銭の給与あり、一切の生活品を主人に仰ぎ、外出の制限、丁稚時代に於ける各種の制裁出世の順序、別家の年限等殆んど異 所なきなり。 」と説明されている。明治以降 「通勤給料制」と呼ばれる雇用形態もあるなか、仙吉の働く秤屋は 伝統的な奉公制度が続けられていたことがわかる。〈明治以降の奉公制度〉　
丸山侃堂、今村南史編『丁稚制度の研究』 （政教社、一九一二）



















鮪が初めに鮨ネタとして使用されたのは 安政年間の頃 あったという。当時から鮪という魚自体が、下魚と見なされていた いうこともあり、鮪は鮨ネタ しての価値も低かった。そのことは、 「握
56
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研究』 （政教社、一九一二）によると、 「仕着別家制」や「折衷制」をとっていた商家の店員の養成方法は、 明治維新前とあまり変わらない。小僧は、見習 から始まり、仕事を徐々に覚えていく。そして、 「二三





は「何れかといへば悪い役廻りに使つた幸ずしは今もよく行く。 」（ 「東京鮨商組合新報」 九二六・一初出）と 小僧が入った屋台鮨屋のモデルを 橋の「幸壽司 であ と述べている。〈小僧が入った鮨屋のモデル「幸壽司」について〉　
坂井健「小僧はどんな鮨を喰ったか―「小僧の神様」をめぐって」







 どうしても信じない寿司屋の親方」 （八・十六・朝刊）に、 「か




大東京社編『明治神宮と大東京』 （大東京社、 一九一九） に、 「日



























れてくる鮨屋である。この寿司屋のモデルについて、志賀直哉「鮨新聞への返事」 （ 「東京鮨商組合新報」一九二六・一初出）では「花 」であると述べられている。〈小僧がご馳走になった鮨屋のモデル「花屋」について〉　
小僧が貴族院議員Ａに連れられてくる鮨屋のモデルについて、志
賀直哉は「鮨新聞への返事」 （ 「東京鮨商組合新報」一九二六・一初出）において、 「 「小僧の神様」といふ小説に花屋を使ひ、中の人物が、此家で小僧に鮨を御馳走して、あと何となく気まりが悪いやうな心持から其家へ行けなくなる事を想像で書いて、その後、実際自身も妙に行きにくくなつて了つた。 （略）花屋の主が文学者で小説
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を読んでゐさうなので気が差すのかも知れぬ。 」と述べている。ここで志賀が挙げている「花屋」は、鮨屋として当時の味覚案内にほとんど名前が挙がらな 。そのため現時点で店の特定はできていないものの、 モデルとし 考えられる店舗は存在する。 作品発表当時、同名の店舗としては、神田区旅籠町三の会席料理店（日本料理店）「花屋」と、神田の鮨屋「花家」という二店 あった。なお、調査の際、表記の揺れを考慮し、 「花や」 「はなや 「花屋」 「花家」等の語を調査対象とした。前者の「花屋」は、名称、場所ともに志賀の言う「花屋」と類似するも がある 、鮨屋ではなく会席料理店であるということから当店 特定することは難 いだろ 。一方で、志賀の記述に近いのは、後者 「花家」である。この店について、平山盧江『東京おぼえ帳』 （住吉書店、一九五二）に 江戸以来の両国与兵衛ずしの倅さんが 本家をはなれて、理想的のすしを造らうと、神田に花家 ふのれんをあげた頃、それは大正の好況時代であつたらう（略）売れても売 なくても本格 値段かまはずに作 花やのすしが、まんま 失敗し、折角 思ひ立ちを抛つて俳諧師になつたのが即ち小泉迂外宗匠である。 」 の情報がある。 「花家」の亭主である小泉迂外は本名を小泉清三郎といい小泉清三郎『家庭鮓 け方』 大倉書店、一九一〇）を著し 「 ［簡便当季握り鮓］与兵衛 事
　
小泉迂外談（連載） 」 （ 「読売新聞」
一九〇三・一〇・三〇～一二・四・朝刊 とい 全一八回の連載で 與兵衛鮨」について述べるなど、文化人として活躍 た人物としても知られている。 「花家」は、詳細な町名等が明らかでないため小僧の動線を辿ることができず、当店がモデルであると特定しかねる。しかしながら、少なくとも神田に存在していたという点、店主 文


































屋台を発見し、入っていく。こ ことから この店は内店と屋台店を持っていることがわかる。志賀が の屋台店のモデルと述べた「幸壽司」は永野牙之輔『す 通
 （通叢書第四〇巻） 』 （四六書院、
一九三〇）において「京橋の「幸ずし」で立食ひ場を置いて中は弟子でも其処は主人が握」っていることが示されている。屋台鮨のブームが明治後期ごろから始まっていたことを鑑みると、小説内時間である一九二〇年の秋にも「幸壽司」が屋台店 内店の両方を持っていてもおかしくない。杉山宗吉『すしの思い出』 （養徳社、一九六八）によると、屋台鮨屋は一九四〇年、一九四一年ごろまであった。〈明治・大正期の屋台鮨屋〉　
小泉清三郎『家庭鮓のつけ方』 （大倉書店、一九一〇）では「屋


























において「鮨の本味は立食にありといふ一種の風流より紋付羽織に八字髭の連中も一寸暖簾に頭隠して尻かくさず。 」と述べられているように、明治後期から鮨の立ち食いが流行し、庶民だけでなく中流階級まで多くの人々が好んでいた。鮨屋に 屋台の立ち食いと、内店の座敷で食べるも があるが、吉野曻雄『鮓・鮨・すし
 すしの事典』 （旭









（川島書店、一九六六）によると 八七二（明五）年の学制により、尋常小学校は上下二等にわけられ、下等小学は六歳から九歳ま 、上等小学は一〇歳から一三歳までとなった。 『教育百年史』 （国政研究所、一九六七）によれば、その後、小学校令が制定さ 一九〇七年に改正された内容では、尋常小学校の修業年限を六年と定め 高等小学校
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために










一九二三（大一二）年頃の鮨の値段について、 「当時、魚河岸のすしが一ケ五銭、ほかでは三銭もあった。その後十銭が一般の相場であった」 （ 「月刊食堂」二〇〇一・一二）とある。握り鮨 ケ六銭というのは概ね標準的な価格設定であったか。
　　









その園児数は公立二二二八人、私立五九八〇人であった。なお、一九二五年時点における小学校第一学年入学児童のうち幼稚園修了者の就園率は四、 〇パーセントであったことから、当時幼稚園に入 した園児が、未就学 の極少数であるとわかる。〈大正期の幼稚園の保育料〉　
森永卓郎監修『物価の文化史事典
 明治・大正・昭和・平成』 （展
















誕生した東京女子師範学校附属幼稚園である。文部省『幼稚園教育百年史』 （ひかりのくに、一九七九）によると、一八 九（明三二）年六月に文部省によって制定された「幼稚園保育及設備規定」は幼稚園に関する初めての法令である。保育料については、東京女子師範学校附属幼稚園の例では、一八七八（明一 ）年、月額 五〇銭であり、年間六円の保育料と五〇銭の入園料、合計六円五〇銭であった。森永卓郎監修『物価の文化 事典
 明治・大正・昭和・平成』 （前出）によ






 高群逸枝・鳩山春子』 （平凡社、 一九八一） では、







や運送所にある」ものと全く同じとあること ら 台秤 呼ばれる秤である。 林英雄『秤座』 （吉川弘文館 一九七三） による 、 明治以降、西洋の秤の技術が輸入されたこ で従来の木製の秤 排除されていき、台秤は、機関 用のもの 作られたとある。貴族院議員Ａは、 「荷物ばかり」の並びから一番小 い を選んでい 小泉袈裟勝『ものと人間の文化史
48・秤』 （法政大学出版局、一九八二）によれば、









秤座にさかのぼる。秤座は、秤の製作や修理・販売だけではなく、 「秤改め」という取り締まりの権利も持っていた。この権利は、 「幕府の仕事を代行する公用で」あるため、 「地方秤座でも苗字を名乗ることが許され、秤改めの場合はもちろん、名代役 上京、帰郷の往復に公用人馬を使うことが許されていた。 」とあるように、様々な特 が与えられていた。このよう 、秤座は一般的な商家と比べて、権力 ある店であった。その権限は、一八七五（明八）年の 度量衡取締条例」によ 秤座の解体で失われるが 一部は残ってい 。 「守随秤座の秤はすべて「公儀 御道具」であり、これを民間に下げ渡すという建前になる。だから秤座の手代は、裃を着け、買手に頭をさげさせて渡し、金を受取 という形式になった。 この形式の名残は明治以降も見られ、戦前でも地方の秤屋にはいば る者があったし 秤 上座に置いて、またいだりして いけないと う習慣が残ってい 。 」 こ ように元々は貨幣の価値を決める公儀の物である秤を売る秤座であったことら、買い手に対して住所と名前を聞いて保証をとっておく風習が っていたのではないかと考えられる。
　　



































































至つて旺盛なれど歯は二三枚しかない」 （ 「読売新聞」 一九〇九・七・九・朝刊）という。一九〇九年 以降、本郷座で公演を行っ
ていた源七であったが、八月に入ると源七と似た能力を持つ森破凡という人物が現れ、源七は破凡との奇術試合で負け という（ 「読売新聞」一九〇九・八・一二・朝刊） 。しかし後の記事（ 「読売新聞」一九〇九・八・一五 朝刊）で、源七はそれらの内容が「破凡が殊更に新聞記者を欺む 」て書かれたものであると抗議。破凡に公開試合をするよう申し入れたものの、取り合われなかった 源七は一度帰郷した後、福島に下っ 公演を行うようになるのだが（ 「読売新聞」一九〇九・八・二六・朝刊） 、そ 以降新聞に取り上げ れることも減り紙面から姿を消した。源七の活躍から数年が経過した一九一五年七月一六日、 「読売新聞」の朝刊では 再び源七が余興を行うこ が書かれている。 七年前本郷座に現は 仙術の一部を公開して」などと紹介されてい ことから、当時の人々にと て大変印象的な人物であったと考え れる。　
源七が活躍していた場所、時間は作品の設定とも近く、仙吉も源








































　『日本民俗宗教辞典』 （東京堂出版、 一九九八） で「稲













出され直す景色においては、Ａと仙吉の懸隔は、鮨をお腹一杯食せる者と食せざる者の差 富者と貧者のそれではない。 そこに見えてくるのは粋に通じる行為――鮪の脂身を食する――に対する仙吉少年の憧れを、美味しい鮨をお腹いっぱい食べてみたい小僧の願望として曲解 かつその誤解には気づけな ままに 「変に淋しい
　
いやな気持」に襲われ




の中で、落ち着いて出世を果たしてゆく小僧の明るい未来像を予想することも、可能である。小僧が使に出される折、 「往復の電車賃を貰らうと片道を買つて、帰りは歩いて来る事をよくした」とあるが、なぜか番頭たちは誰一人として、そうした小僧の行為を咎めてはいない。番頭たちがよほど愚鈍でもない限り、同様の行為が繰り返され いることに気づかないとは考えにくい。片道分の電車賃を着服する行為を重大な不品行のように読む向きもあるが、そうで あるまい。語り手は、小説の冒頭でわざわざ、 「若い番頭からは少し退がつた
然るべき位置に行儀よく
00000000000
座つて」いる小僧の様子を伝えていた。そうい 仙吉が、不適切な行動によって自ら、自身の位置を危うくする は考えにくい だ。この奉公先では、こうした工夫は小僧の裁量としてある程度まで許容されていのであろう。小僧が「然るべき位置」から逸脱しない限 、番頭たちも、彼の行為を黙認していたと考える方が自然ではな か ある 現在の仙吉は、番頭たち自身の過去であった かもしれない。仙吉は Ａやその子供と 異なる仙吉の世界で、少年らし 夢や希望を抱き がら 彼自身 生を歩んでい のである。　
社会的にも経済的にもきわめて恵まれた位置にいる貴族院議員と、い











界（３） 」 （ 「人文学」一九九九・一二）
・高橋博史「志賀直哉「小僧の神様」に描かれた 」 （ 『文学と食』芸林書房、
二〇〇四）








分勝手万歳！』 」 （ 「
V
esta 」二〇一四・七）
○その他・ベルツ「狐憑病説」 （ 「官報」 ［前半］一八八五・一・二六、 ［後半］一八八五・一・
二七）
・開拓社編『如何にして生活すべき乎』 （開拓社、 九〇〇）・三島通良『日本健体小児ノ発育論』 （大日本図書、一九〇二）・ 「 ［簡便当季握り鮓］与兵衛鮓事
　
小泉迂外談（連載） 」 （ 「読売新聞」一九〇三・
一〇・三〇～一 ・四・朝刊）





・ 『東京案内』 （東京実業社、一九一四）・阿部潔『教 中心修身教授の実際案・下巻』 （教育研究会、一九一六）・鉄道院編 鉄道旅行案内大正六年版』 （一九一七）・大東京社編『明治神宮と大東京』 （大東京社、 九一九）・多々良三平『お釈迦様でも御存知無かろ』 （東文堂、一九一九）・ 『衆議院要覧
 上巻』 （衆議員事務局、一九二〇）
・ 『遊覧東京案内』 （大東社、一九二二）・ 『欺されぬ 東京案内社、一九二二）・三友協会調査部編『東京特選電話名簿上巻』 （三友協会、一九二二）・奥田優曇華『食行脚
 東京の巻』 （協文館、一九二五）
・志賀直哉「鮨新聞への返事」 （ 「東京鮨商組合新報」一九二六・一初出）・永野牙之輔『すし通
 （通叢書第四〇巻） 』 （四六書院、一九三〇）
・時事新報家庭部編『東京名物食べある記』 （正和堂書房、一九 〇）・平山盧江『東京おぼえ帳』 （住吉書店、一九五二）・国立国会図書館調査立法考査局 明治以降教育文化の統計』 （国立国会図書館、
一九五七）




































































































































































































































 （通叢書第四〇巻） 』 （四六書院、一九三〇）
